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令和６年度社会福祉法人慈照会事業報告 

 

 

１．総 括 

わが国経済は、円安に伴う物価上昇により個人消費に足踏みが見られるものの、インバウンド需要や企

業業績の改善傾向がみられるなど景気の緩やかな回復の動きが見られた。しかしながら、資源価格の高止

まりや中東情勢など地政学リスクの顕在化、中国経済の減速など景気の先行きについては不透明な状況が

続いた。東京商工リサーチによると 24年の介護事業者の倒産件数が過去最多の 172件（前年比 40.9％増）

に達した。過去最高だった 22年の 143件を超えた。人材不足、急激な物価高騰、賃金上昇への対応等、コ

スト管理が非常に難しくなっており、倒産件数は 2025年も増加する可能性が高い。 

介護報酬改定では、３回に渡り改定に係る利用者、ご家族、居宅支援事業所等への周知・同意等、手間

のかかる複雑な対応を着実に進めた。義務付けられた委員会、研修体制の整備を進めた。 

次世代の介護人材の確保では、リクナビを活用し、新卒オンライン及び現地職場説明会、新卒インター

ンシップを募集したが、昨年よりさらに厳しい状況だった。ただ、従来からの取り組みもあり、新卒 1名

を採用できた。ケアハウス職員体制では、10月に正規職員を採用し主任体制を整備した。特養で理学療法

士を初めて採用し、今後加算体制を整備し、他事業所への専門性の共有を進めたい。 

他の取り組みとして、4 月より給食会社を丸玉フーズに移行した。ショートステイで抱え上げない介護

実践研修に 2名、特養で感染制御リーダー養成研修に 2名参加した。いずれも他事業所でも共有していき

たい実践である。NDソフトの定期訪問により、未だに残る紙ベースからデジタル管理への移行を進めたが、

事業所の差異も大きく継続して取り組みたい。次年度の宿直体制廃止のため準備を進めた。 

環境整備の主なものとして、パソコン 15台更新、特養エアコン 9台更新、全エアコンクリーニング、屋

上防水シート更新、電話設備及び主要電話機更新、インカムナースコールの連動システム導入、ほのぼの

クラウド版導入、電動ベッド 30台の入替を実施。厳しい収支状況ではあるが、利用者サービス向上、人材

確保のために重要な職場環境の整備は継続して実施した。 

公益的な取り組みでは、4月より子羊を含む 3頭を飼育し地域の憩いの場を提供した。サロン支援は、1 

回のみの実績となった。6 月に能登半島地震に伴う応援派遣としてグループホームに 1 名を派遣した。引

き続きびわこリハビリテーション大学と協働しフレイル予防プロジェクトに取り組み、社会福祉学会で共

同研究者として奨励賞受賞した。施設見学、実習生等の受入れにも積極的に対応した。各種研修への講師

派遣、各種団体役員活動に尽力した。新たに理学療法士の聴覚障がい者団体活動、手話教室講師派遣につ

いてサポートした。 

複数の事業所において、昨年の利用実績を下回る結果となった。原因の究明と対応を進めたい。今後は、

厳しい事業環境であるからこそ、私たち社会福祉法人の高齢者福祉の仕事の使命を問い、今一度奮起し難

局を乗り切っていかなければならない。不安定な社会経済情勢の中、中長期的なビジョンを持つことが重

要であると認識しており、次年度以降に進めたい。 
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２．事業別報告 

【通常規模型通所介護事業】（定員：３０名） 

７月以降利用者数及び回数ともに減少、新規利用者は１７名（昨年比９４．４％）、一日平均利用者数は

１７．８名（昨年比７７．３％）と介護保険制度開始以降最も低い数となった。 

重点目標：重点目標： ご利用者の安心できる環境づくりに取り組み、利用者増を目指す 

広報等により、取り組みをアピールする。ソフト面ハード面を整備し、新規の利用者受入れの強化を図る。感

染対策を見直す。 

結 果：広報を作成しケアマネにアピールしたが、利用増には結びつかなかった。年度末にご利用者、ご家族

のニーズ、要望を聞くためのアンケートを実施した。今後のサービス向上と利用増につなげたい。 

（実施委員会等）法人実施のみ 

（事業所内研修）リスクマネジメント５回、身体拘束廃止１回、感染症３回 

    

 

 

 

介護予防 通常規模 合計

４月 25 67 1 1.7 19.5 21.2

５月 27 58 0 1.6 18.4 20.0

６月 25 60 4 1.6 17.9 19.5

７月 27 55 0 1.4 16.5 17.9

８月 27 55 2 1.0 15.0 16.0

９月 25 52 1 1.2 15.7 16.9

１０月 27 52 1 1.2 16.7 17.9

１１月 26 55 2 1.0 17.1 18.1

１２月 25 56 2 1.0 16.4 17.4

１月 24 53 1 1.1 15.0 16.1

２月 24 53 0 0.9 15.0 15.9

３月 26 54 3 0.9 15.5 16.4

308 670 17 1.2 16.6 17.8

一日平均利用人数
営業日数 利用実人員 新規利用者
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【短期入所生活介護事業】（定員：１６名） 

新規利用者は７３名（昨年比１１２．３％）と積極的に獲得したが、東近江市の短期入所利用の制限、

利用中の施設入所移行が多く、一日平均利用者数は、１４．０名（昨年比９３．９％）となった。 

重点目標：サービスの質・職員の資質の向上に向けた取り組みの実施 

１．業務マニュアルの改善・見直しを行い、より効率的に業務を行う 

２．業務マニュアルの習熟により丁寧かつ安全な介護に努める 

３．心理的安全性を高めることで、ケアの質の向上、利用者・職員の満足度の向上に繋げる 

結果：抱え上げない介護への研修参加や施設内での実践により、介護技術の向上に繋げ、利用者が安心

して介護を受けられるきっかけ作りができたが、継続的に取り組んでいくためには 1人 1人がノーリフ

ティングケアの必要性についての理解を深めることが今後の課題として残った。 

 

（実施委員会等）レクリエーション委員会 2 回、排泄委員会 10 回、安全環境推進委員会８回、身体拘束廃止

委員会４回、ショート会議１１回 

（事業所研修）接遇１回、身体拘束廃止２回、ポジショニング１回、高齢者虐待防止１回、排泄介助３回、リスク

マネジメント２回、感染症１回 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 新規利用者 利用実人員 利用延べ人数 一日平均利用人数 ベッド稼働率

4月 9 54 359 12.0 74.8

5月 9 60 414 13.4 83.5

6月 8 58 450 15.0 93.8

7月 9 65 462 14.9 93.1

8月 6 62 459 14.8 92.5

9月 5 59 391 13.0 81.5

10月 5 58 426 13.7 85.9

11月 3 53 448 14.9 93.3

12月 5 58 422 13.6 85.1

1月 4 56 423 13.6 85.3

2月 5 58 441 15.8 98.4

3月 5 61 415 13.4 83.7

合計 73 702 5110 14.0 87.6
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【訪問介護事業】 

年間を通じて安定した利用を確保し一日平均訪問件数は、２６．７件（昨年比１０２．３％）となった。 

重点目標：ご利用者の人生の困難な時期に関わる意識を持ったサービスの提供の実施 

その人らしい普通の生活を安心安全に過ごしてもらう。介護者のできるできないにも配慮し、ご本人ので

きることは頑張ってもらう。常にきめ細かく対応し、在宅生活で少しでも幸せを感じてもらえるよう支援す

る。特に困難事例は、他職種及び職員間の連携を密に対応していきたい。 

結 果：関わる方たちと連携を密にし、落ち度なく迷惑をかけないよう対応した。困難事例を多く抱え大変

な面もあったが、詳細な計画により常に安心安全にご自宅での生活を過ごせるよう支援した。  

 

（実施委員会等）ヘルパー会議１２回、委員会は法人実施のみ 

（事業所研修会）法人実施のみ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実人数 延べ訪問件数 実人数 延べ訪問件数 実人数 延べ訪問件数

4月 10 46 46 775 56 821 27.4

5月 10 48 48 791 58 839 27.1

6月 11 47 47 783 58 830 27.7

7月 12 56 56 799 68 855 27.6

8月 11 53 53 686 64 739 23.8

9月 11 52 52 770 63 822 27.4

10月 10 51 51 751 61 802 25.9

11月 11 55 55 740 66 795 26.5

12月 11 59 59 796 70 855 27.6

1月 12 55 55 803 67 858 27.7

2月 12 59 59 659 71 718 25.6

3月 12 66 66 753 78 819 26.4

計 133 647 647 9106 780 9753 26.7

介護予防 介護 介護予防＋介護 一日平均
訪問件数
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【居宅介護支援事業】 

 ケアマネの確保ができず、年間を通じて１名の職員体制となり、プラン数適正化のため平均プラン件数

は５６．８名（昨年比８８．３％）となった。 

 重点目標：適切なケアマネジメント手法を中心とした計画作成を進めていく 

今年度から導入される「適切なケアマネジメント手法」の考えに沿ったプランを全ケースに進めていき、ケア

マネジメントの質を上げていくとともに、担当者会議等で多職種連携に努める。 

結 果：昨年度から継続している BCP 名寄せ名簿に合わせて、プランの更新毎に「手法」の考え方を取り入

れたプランに変更していっており、いったんほぼ利用者につき見直しができた。今後はさらに細かく疾患別

に手法項目とその方に独自性も取り入れて、更新できるようにしていきたい。  

 

（実施委員会等）法人実施のみ 

（事業所研修会）法人実施のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 事業対象 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計

４月 1 4 3 18 17 7 5 4 59

５月 1 5 3 17 17 5 6 4 58

６月 1 5 3 18 16 4 6 4 57

７月 1 5 3 18 16 4 6 4 57

８月 1 4 3 17 18 4 6 4 57

９月 1 4 3 17 20 2 6 4 57

１０月 1 4 3 18 20 2 6 4 58

１１月 1 4 3 19 19 2 6 4 58

１２月 1 4 3 20 20 2 6 4 60

１月 1 4 3 15 20 2 6 4 55

２月 1 4 3 14 20 2 6 4 54

３月 1 4 3 13 19 2 6 3 51

月平均 1.0 4.3 3.0 17.0 18.5 3.2 5.9 3.9 56.8
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【介護老人福祉施設事業】（定員：５４名） 

年間を通して入院、退居者数が非常に多い状態が続き、入居手続き期間も短縮できず、平均在居者数は

４７．４名（昨年比９２．９％）と、介護保険開始以降最も低い数となった。 

重点目標：安全と安心が確約された看取り介護体制の整備と実施 

看取り介護に必要な知識の備蓄及び多職種間の連携と環境整備を強化し、入居者、ご家族の多様化する看

取りニーズに対し、専門職としての「安全」を主に医療職、「安心」を介護職が中心に担っていける体制を構

築する。 

結 果：看取り介護体制の整備については、前年度中に内部研修資料作成を終えており 6 月より研修開催

を予定していたが、直前に夜間の緊急時対応マニュアルの整備、感染制御リーダー研修への参加など優先

したため、延期。下半期では、再度看取りに関する資料、開始までのプロセス、ケアマネジメントの知識と技

術の習得に時間が必要であると考え再学習と確認、修正作業を行う。内部研修開催に向けて準備を進めて

いたが、入居者の新型コロナウイルス罹患、職員の休職及び退職により、再度の延期となった。

 

 

入退居状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間

入居 2 2 1 1 1 2 0 2 2 1 1 5 20

退居 1 2 1 0 3 1 2 2 2 4 0 1 19

在居人数 47.7 45.7 48.2 46.1 47.9 48.1 48.5 48.7 47.4 45.1 46.8 48.7 47.4

最高齢

最低年齢

平均年齢

年齢

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳～

計

令和7年3月31日現在

14

7

1

54 1004 50

25.9

13

1.91

0

0

0

0

0

1

1

2

構成比（％）

0

3.7

7.4

13

35.2

0

2

4

7

19

88.5

女性

0

2

3

6

17

14

7

入居者年齢状況

全体

100

70

85.6

男性 計

男性

88

78

82.7

女性

100

70
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 （実施委員会等）事故苦情防止委員会１２回、褥瘡拘縮防止委員会１２回、身体拘束廃止委員会４回、

入所検討委員会１２回、感染症対策委員会４回 

（事業所研修）身体拘束廃止・高齢者虐待２回、リスクマネジメント２回、感染症１回、褥瘡予防１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入居者数

構成比

待機者数　 ※介護保険認定有効期間内の方

人数

構成比

1.9

7.4

7.4

100.0

女性 計

17

5

11
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構成比

31.5

9.3

20.4

22.2

16

4

11

10

1.3 7.8 44.2 37.7 9.0

1 6 34 29 7

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

要介護5 合計

3

5.6

18

33.3

12

22.2

2

3.7

19

35.2

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4

男性

1

1

0

2

男性 女性 平均

36.5か月 42.3か月 41.9か月

77

100

平均要介護度：3.7　

合計

4年以上6年未満

6年以上8年未満
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10年以上

合計

要介護度別入居者状況

0

0

0
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1
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4
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54
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【ケアハウス事業】（定員：１５名） 

満床でスタートしたが、前半は新規相談件数が少なく入居者を増やせず、年度末に入居希望者が増え始め、

１４名まで回復した 

重点目標：入居者が楽しく生きがいを持ち生活が送れるように入居者参加型の行事を実施する。 

年間を通し季節感のある行事やレクリエーションの提供をし、日常生活に楽しみや生きがいをもってもらう。 

結 果：レクリエーションについては、季節行事（クリスマス、正月等）を実施。園芸活動、外出支援を再開し、

余暇活動となりつつある。 

 

（実施委員会等）感染対策委員会１回、高齢者虐待防止委員会１回 

（事業所研修） 法人実施のみ 

 

入退居状況

項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間

入居 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3

退居 0 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 4

在籍者数 15 14 13 13 13 13 11 11 11 11 12 14 ー

入居者年齢状況

最高年齢

最低年齢

平均年齢

平均入居年数

男性

入居者要介護度

介護度

人数

構成比（％）

令和７年３月３１日現在

合計

14

100

要介護１ 要介護２

7.1

7.1

0

100.0

1

7.1

4

28.6

3

21.4

2

14.3

1

7.1

3

21.4

77

女性 全体

自立 事業対象 要支援１ 要支援２

３年 ５年５か月

84.3

4

1

1

0

14

計

0

0

4

4

3

1

0

0

7

女性

0

0

0

3

4

1

1

0

1

年齢

合計

構成比（％）

0

0

28.6

28.6

28.6

６５歳～６９歳

７０歳～７４歳

７５歳～７９歳

８０歳～８４歳

８５歳～８９歳

男性

0

0

９０歳～９４歳

９５歳～９９歳

    １００歳～

４年２か月

0

7

82.6

女性

92

83

86.0

全体

98

77

男性

98
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３．その他事業等 

【介護人材確保】 

引き続きリクナビを活用し、新卒オンライン及び現地職場説明会、インターンシップを募集、昨年より

さらに厳しい状況だったが、新卒 1名を採用できた。 

【消防・防災】 

４月に東近江行政組合八日市消防署査察、消防設備点検実施。５月に夜間想定訓練を実施したが、以

降の訓練ができなかった。 

【人事考課制度】 

６月に令和５年度下半期評価、総合評価を実施し、評価に応じた賞与、昇給を実施した。１２月に令和

６年度上半期の評価を実施し、評価に応じた賞与を支給した。 

【外部研修、法人職員研修】 

各種団体等の研修に延べ９４名（通所 5、ショート 33、居宅 7、特養 13．法人事務 36）が参加した。  

 

【実習生受け入れ】 

 学生等との貴重な接点として積極的に受け入れした。 

  

【ボランティア受け入れ】 

  

【各種団体活動等】 

施設長が滋賀県老人福祉施設協議会副会長、滋賀県介護サービス事業者協議会連合会会長、東近江介護

サービス事業者協議会会長として、居宅介護支援事業所所長が、滋賀県介護支援専門員役員等として、

積極的に活動し、県内、各地域の介護施設・事業所のサービスの質の向上に貢献した。 

【職員講師派遣及び事例発表等】 

研修会への講師派遣等は、職員のレベルアップに確実に結び付いており、対外的な法人評価を高める

ものとなっている。理学療法士の採用により大きく増えた。今後も積極的に取り組みたい。 

  

実施日 テーマ 講師・開催方法等 参加者数

11月18～30日 ノロウイルス感染予防 動画視聴 64名

3月20,27日 BCP研修会 動画視聴、説明会 6名

実習期間 学校・機関名 実習名 人数

6月12～14日 聖徳中学校 職場体験 3名

7月10～11日 日野高等学校 就業体験 3名

6月25日 滋賀県介護・福祉人材センター  かいご・ふくし職場体験 1名

8月5～28日 びわこ学院大学短期大学部 介護実習Ⅳ 2名

9月2,3日 滋賀学園高等学校 基礎看護臨地実習Ⅰ 4名

9月17,18日 NPO法人三方よし研究会 東近江圏域介護職員初任者研修 2名

9月21,22日 NPO法人三方よし研究会 東近江圏域介護職員初任者研修 2名

3月7日 滋賀県介護・福祉人材センター かいご・ふくし職場体験 1名

日付 団体名 内容 人数

7月13日 建部日赤奉仕団 除草作業 14名

7月20日 建部民生委員児童委員 葉狩り 10名

12月7日 建部日赤奉仕団 窓拭き 15名
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日付 内　　容 派遣人数

5月21日 介護支援専門員法定研修　専門Ⅰ過程 1名

6月7日 滋賀県社会福祉法人経営者協議会経営者セミナー 1名

6月12日 玉川地域包括支援センターケアマネジメント支援研修 1名

6月18日 竜王町第１回介護支援専門員スキルアップ研修会 1名

6月20日 第198回三方よし研究会能登半島地震DWAT報告 1名

6月27日 介護給付適正化担当者研修会 1名

7月7日 介護職員初任者研修（人権と尊厳を支える、自立に向けた介護） 1名

7月8日 介護支援専門員法定研修　専門Ⅰ過程　ＡＢコース 1名

7月13日 介護職員初任者研修（介護保険制度） 1名

7月24日 介護支援専門員法定研修　専門Ⅰ過程　Ｃコース 1名

8月7日 災害に備えた社協職員研修会 1名

8月24日 介護職員初任者研修（生活と家事） 1名

8月25日 介護職員初任者研修（整容に関連したこころとからだのしくみ等） 1名

9月21日 介護支援専門員法定研修　専門Ⅱ過程　Ａコース 1名

10月3日 介護支援専門員法定研修　再研修過程　平日コース 1名

10月5日 介護職員初任者研修（介護課程の基礎的理解、総合生活支援技術演習①） 1名

10月6日 介護職員初任者研修（総合生活支援技術演習②③④） 1名

10月8日 介護支援専門員法定研修　専門Ⅱ過程　Ｂコース 1名

10月11日 主任介護支援専門員更新研修　Ａコース 1名

10月12日 東近江市社会福祉大会　パネルディスカッション 1名

10月19日 介護支援専門員法定研修　再研修過程　休日コース 1名

10月31日 介護支援専門員実務研修　実習受入れ説明会 1名

11月24日 聴覚障害者福祉・労働フォーラム・講演・パネラー 1名

11月9日 外国人介護職員初任者研修（介護保険） 1名

11月11日 びわこリハ大学「身体障がい者就労環境論」 1名

11月19日 蒲生幼稚園手話教室 1名

12月1日 滋賀県多職種連携学会研究大会　企画演題シンポジウム 1名

12月1日 滋賀ＤＷＡＴフォローアップ研修 1名

12月6日 災害支援についての座談会シンポジスト 1名

12月10日 介護支援専門員実務研修講義録画 1名

12月10日 甲賀市手話フォローアップ講座 1名

12月13日 倫理研修 1名

12月17日 甲賀市手話フォローアップ講座 1名

12月24日 甲賀市手話フォローアップ講座 1名

1月7日 甲賀市手話フォローアップ講座 1名

1月9日 滋賀県主任介護支援専門員指導者養成研修（１日目） 1名

1月13日 介護支援専門員実務研修　休日コース 1名

1月14日 甲賀市手話フォローアップ講座 1名

1月21日 甲賀市手話フォローアップ講座 1名

1月28日 甲賀市手話フォローアップ講座 1名

2月4日 甲賀市手話フォローアップ講座 1名
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【地域の公益的な取り組み】 

 能登半島被災地支援として応援派遣したことは、法人として大きな意味があった。フレイル予防プロジ

ェクトは、社会福祉学会で共同研究者として発表、奨励賞を受賞した。 

  
 

 

 

 

2月18日 甲賀市手話フォローアップ講座 1名

2月20日 蒲生幼稚園手話教室 1名

2月21日 滋賀県社会福祉学会　実践報告 1名

2月25日 甲賀市手話フォローアップ講座 1名

3月6日 滋賀県主任介護支援専門員指導者養成研修（３日目） 1名

3月28日 滋賀県災害時要配慮者支援ネットワーク会議湖東圏域学習・意見交換会 1名

日付 内容 参加人数

4月21日～ 羊の飼育とふれあい広場の提供スタート ―

4月24日 東近江市福祉法人ネットワーク会議・企画会議 1名

5月17日 竹鼻サロン支援 2名

5月22～25日 能登半島地震被災地施設派遣 1名

5/26，6/16，7/21 福来朗勉強会（高齢者保健福祉・介護）会場提供 ―

6月26日 第87回たてべ福祉を語る場 1名

9月12～15日 第58回全国ろうあ者体育大会派遣 1名

9月25日 東近江市福祉法人ネットワーク会議・企画会議 1名

9月25日 第88回たてべ福祉を語る場 1名

10月8日 建部幼稚園運動会参加 3名

10月9日 建部の地域づくりを考える会 1名

12月18日 第89回たてべ福祉を語る場 1名

2月19日 建部サロン交流会 1名

3月5日 建部の地域づくりを考える会 1名

3月19日 第90回たてべ福祉を語る場 1名

フレイル予防プロジェクト（びわこリハビリテーション大学協働）

6月24日 ほうじ茶づくりによる自律神経の変動確認・体組成測定 2名

7月22日 アクセサリーづくりによる自律神経の変動確認・体組成測定 2名

8月26日 腹話術・手品による自律神経の変動確認・体組成測定 2名

9月23日 おはぎづくりによる自律神経の変動確認 1名

10月28日 粘土細工による自律神経の変動確認 1名

11月25日 アロママッサージによる自律神経の変動確認 1名

12月23日 回想法による自律神経の変動確認 1名

1月27日 太鼓による自律神経の変動確認・体組成測定 1名

2月24日 駄菓子による自律神経の変動確認・体組成測定 1名
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４．年間行事、会議・委員会等 

  

 

 

 

 

 

1日入社式 11日入居者健康診断

16日第１回経営会議・事故苦情防止委員会 16日第７回経営会議

29日インフルエンザ予防接種

26～27日日本介護支援専門員協会・

全国大会in長野（1名）

18，19日第１回定期清掃 5日、12日インフルエンザ予防接種

21日第２回経営会議・事故苦情防止委員会 20日第８回経営会議・事故苦情防止委員会

29日夜勤者健康診断

21～22日全国老人福祉施設大会・

研究会議in滋賀（4名）

10日監事監査 ６日新型コロナ予防接種

10日第１回理事会 ９日評価者会議

12日評価者会議 18日第９回経営会議・事故苦情防止委員会

18日第３回経営会議・事故苦情防止委員会 ・感染症対策委員会

25日第１回評議員会

3～4日近老協京都大会（３名） １日年賀式

17日第４回経営会議・事故苦情防止委員会 15日第１０回経営会議・事故苦情防止委員会

21日第５回経営会議・事故苦情防止委員会 ５日第２回理事会

14，15日ケアマネ近畿ブロック

研究大会（1名）

19日第11回経営会議・事故苦情防止委員会

21日社会福祉学会（3名）

18日第６回経営会議・事故苦情防止委員会 10日定期健康診断

18日第12回経営会議・事故苦情防止委員会

24日第３回理事会

８月

９月

６月

７月

10月４月

５月

12月

１月

２月

３月

11月


